
警戒区域、計画的避難区域、緊急時避難準備区域及び特定避難勧奨地点がある地域の概要図
（緊急時避難準備区域解除前）

原災本部事務局資料

資料Ⅴ－１
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警戒区域、計画的避難区域、緊急時避難準備区域及び特定避難勧奨地点がある地域の概要図
（緊急時避難準備区域解除後）

原災本部事務局資料

資料Ⅴ－２
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建屋開口部
O.P.+13200

サブドレン水位

6号機RW/B

6号機R/B

6号機RW/B

6号機T/B 5号機T/B

MC室HPCSDG室

床ファンネルへ排水

地表面 O.P.+13000

OP 7000

O.P.+3400

O.P.+1000

O.P.+2770

サブドレン

サブドレン
No.95 サブドレン

No.71

サブドレン
No.90

6号機RW/B

6号機R/B

6号機T/B

5号機T/B

MC室

HPCS
DG室

5号機R/B

5号機RW/B
A

A
資料2
6号機RW/Bとの間の壁からの
浸水により配電盤が水没する
恐れあり

資料4
地下水流入により増水して堰
を超えるとHPCSDG室内の機器
が水没する恐れあり

サブドレン地下水位
（4/13時点）
No.71 ： O.P.+4320
No.90 ： O.P.+4870
No.95 ： O.P.+5100

地下配管トレンチたまり水
水位： O.P.+2650（4/6時点）

6号機RW/B地下たまり水
水位： O.P.+2645（4/8時点）

HPCSDG室隣接トレンチ
たまり水

MC室への浸水

平面図

A‐A断面図

６号機建屋地下への地下水の浸水状況概要

東京電力作成資料を基に作成

資料Ⅴ－3

※O.P.：小名浜港工事基準面からの高さ（単位はmm）
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MC室内への浸水の状況（3月26日時点）

東京電力作成資料

268cm 258cm

806cm

123cm

269cm

300cm

260cm

953cm

108cm

48cm

166cm

高さ227cm 高さ244cm

358cm 200cm 拡大

浸水箇所

（8/22東京電力撮影）

（3/26東京電力撮影）

（3/26東京電力撮影）

（8/22東京電力撮影）

（8/22東京電力撮影）

（8/22東京電力撮影）

資料Ⅴ－4
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6号機から5号機への電源融通状況（3月21日時点）

＜5号機＞

仮
設
水
中
ポ
ン
プ
（
仮
設
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
代
替
）

残
留
熱
除
去
系
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
ポ
ン
プ

Ｄ
Ｃ
１
２
５
Ｖ
充
電
器
制
御
盤
５
Ａ

5
号
機

中
央
操
作
室
照
明

補
給
水
系
（
Ｍ
Ｕ
Ｗ
）
５
Ａ

Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ

５
Ａ
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
（
Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
５
Ａ

Ｄ
Ｃ
１
２
５
Ｖ
充
電
器
制
御
盤
５
Ｂ

(3/18) (3/19) (3/12) (3/21) (3/15) (3/13) (3/13) (3/13)

外部電源 外部電源

DG 6A DG 6B

M/C 6C M/C 6C

P/C 6C

T/B MCC 6C‐2

M/C 6E

P/C 6D

T/B MCC 6C‐1

電源車

ＭＣ室内に設置されている配電盤

(3/18)

東京電力作成資料を基に作成

＜6号機＞

（凡例）
運転開始日・受電開始日
電源（DG：ディーゼル発電機）
仮設ケーブル
本設ケーブル

(  /  )

資料Ⅴ－5
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6号機R/B・RW/B地下2階の滞留水の状況

東京電力作成資料を基に作成

浸水を発見した階段
（3月21日）

MC室

HPCS
DG室

6号機R/B

6号機RW/B

6号機
CST

右：水位状況写真
（3/27東京電力撮影）

深さ約160cm
（階段約6段）

HPCS
DG室

約10m

約14m

約2m

約3m

深さ約20cm
深さ約5cm
（4/5時点）

（凡例）
水溜りが確認された範囲

撮影方向

（4/3東京電力撮影）

資料Ⅴ－6

（4/3東京電力撮影）

（4/3東京電力撮影）

（4/3東京電力撮影）

（4/3東京電力撮影）
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サブドレンの構造・配置

（いずれも4号機T/B南東のサブドレンNo.56。5枚全て5/2東京電力撮影。）

5・6号機サブドレンの配置図

東京電力作成資料

有効開口 約450㎜×約700㎜

約700mm

約450mm

資料Ⅴ－7
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2号機取水口付近における高濃度汚染水流出の経路（平面図）

東京電力作成資料

4/2漏水確認箇所

資料Ⅴ－8
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2号機取水口付近における高濃度汚染水流出の経路（見取図）

立坑C

立坑D

電源ケーブルトレンチ

海水配管トレンチ

立坑B

立坑A

電源ケーブル管路

タービン建屋

ポンプ室

スクリーン 流出箇所

アングル（下部）

東京電力作成資料

資料Ⅴ－9
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B‐B断面図

A‐A断面図 C‐C断面図

電源ケー
ブル管路

スクリーンポンプ室

流出状況写真
（4/2 12:40頃東京電力撮影）

2号機取水口付近における高濃度汚染水流出対応状況
（発見時）

海

ピットAピットB

ピットA

1000程度

（単位：mm）
東京電力作成資料

ピットAピットB
電源ケーブル管路電源ケーブルトレンチ

海水配管トレンチ

固定バースクリーン

レーキ付回転バースクリーン

トラベリングスクリーン

スクリーンポンプ室

A

A

BB

撮影方向

海域への流出

（凡例）N

資料Ⅴ－10
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2号機取水口付近における高濃度汚染水流出対応状況
（コンクリート注入後）

ピットAピットB
B‐B断面図

A‐A断面図

C‐C断面図

電源ケー
ブル管路

スクリーンポンプ室

1000程度

ピットA
上：ピットA措置後写真
下：ピットB措置後写真

（4/4東京電力撮影）

（単位：mm） 東京電力作成資料

海

ピットAピットB

電源ケーブル管路電源ケーブルトレンチ

海水配管トレンチ

固定バースクリーン

レーキ付回転バースクリーン

トラベリングスクリーン

スクリーンポンプ室

A

A

BB

撮影方向

海域への流出

対策処置箇所

（凡例）N

資料Ⅴ－11
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B‐B断面図

D‐D断面図 C‐C断面図

電源ケー
ブル管路

高分子ポリマー等投入時写真
（4/3 13:47頃東京電力撮影）

2号機取水口付近における高濃度汚染水流出対応状況
（ポリマー等投入後）

（単位：mm）

ピットAピットB

東京電力作成資料

海

ピットAピットB

電源ケーブル管路電源ケーブルトレンチ

海水配管トレンチ

固定バースクリーン

レーキ付回転バースクリーン

トラベリングスクリーン

スクリーンポンプ室

D

D

BB

撮影方向

海域への流出

対策処置箇所

（凡例）N

①コンクリートはつり

②おがくず・高分子ポリマー投入 ①コンクリートはつり

資料Ⅴ－12
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ピットAピットB
薬液注入時写真
（4/5東京電力撮影）

B‐B断面図

A‐A断面図 C‐C断面図

電源ケー
ブル管路

スクリーンポンプ室

ピットA

1000程度

（単位：mm）

2号機取水口付近における高濃度汚染水流出対応状況
（薬液（水ガラス系）注入時①）

東京電力作成資料

海

ピットAピットB

電源ケーブル管路電源ケーブルトレンチ

海水配管トレンチ

固定バースクリーン

レーキ付回転バースクリーン

トラベリングスクリーン

スクリーンポンプ室

A

A

BB

撮影方向

海域への流出

対策処置箇所

（凡例）N

⑨（0°） ①,②（13°）

資料Ⅴ－13
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2号機取水口付近における高濃度汚染水流出対応状況
（薬液（水ガラス系）注入時②）

東京電力作成資料を基に作成

2100

1100

1900

500

1000

1000

90
0

12
00 70
0

16
00

70
0

70
0

30
00

ス
ク
リ
ー
ン
ポ
ン
プ
室

スクリーン操作室（電線）管路

地表面クラック

①（13°）
1500 L

④（13°）
300 L③（直）

300 L

⑤（直）
1000 L

⑥（直）
700 L

②（13°）
660 L

⑦（45°）
1000 L

⑧（45°）
500 L

⑨（直）
40 L

入浴剤・薬液
注入効果なし

入浴剤・薬液
注入効果なし

入浴剤・薬液注入効果なし

入浴剤・薬液
注入効果なし

入浴剤注入
流出確認

入浴剤注入
流出確認

深堀り

深堀り

1500

凡例（ 内）

～～L：薬液（水ガラス系）注入量
○数字：施工順
（ ）：地面垂直に対する傾斜角度（「（直）」は垂直）

（単位：mm）

取水電源管路

ピットＡ

20
0

200
20
0

15
00

資料Ⅴ－14
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放射性物質を含む液体の拡散防止強化対策（箇所図）

東京電力作成資料

資料Ⅴ－15
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No. 対策項目 期間 概要 状況

１ 大型土嚢設置 4月5日～4月8日 防波堤（外郭施設）の被災箇所に
大型土嚢62袋を設置した

２ シルトフェンス
設置

4月11日～4月14日 シルトフェンスを取水口カーテン
ウォール、スクリーン・ポンプ室前
面および透過防止工の破損個所
に計6箇所を設置した

３ 鉄板設置 4月12日～4月15日 2号機のスクリーン・ポンプ室前面
側に鉄板を合計7枚を設置した

４ ゼオライト入り
土嚢の投入

4月15日、4月17日、
5月19日（追加投入）

各号機のスクリーン・ポンプ室間
の護岸前面にゼオライト入り土嚢
を投入した

５ ピット等の閉塞 ・海水配管トレンチ
の立坑閉鎖：4月5
日～5月30日
・電源ケーブルトレ
ンチ等の閉塞：4月
2日～6月25日（2号
機汚染水漏洩対策
を含む）

放射性物質を含む液体の漏洩リ
スクがある下記のピット等につい
て止水対策を実施した
・海水配管トレンチの立坑閉塞
・電源ケーブルトレンチ等の閉塞

６ 海水循環浄化
装置の設置

設置：5月中旬～5月
下旬
運用開始：6月13日

海水循環浄化（ゼオライトにより
吸着）する装置を2，3号機間のス

クリーンポンプ室間の護岸部に設
置して、海水浄化を実施中

７ スクリーン室の
角落としの設
置

6月12日～6月29日 スクリーン・ポンプ室の海側に角
落とし（鋼製）を設置した

８ 外郭施設への
鋼管矢板等設
置

7月12日～9月28日 防波堤（外郭施設）の損傷個所に
設置した大型土嚢の内側に鋼管
矢板等を設置

放射性物質を含む液体の拡散防止強化対策（一覧）

東京電力作成資料

資料Ⅴ－16
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単位：mm
月日

時間 8:30 13:00 18:00 9:00 12:00 15:00 7:00 14:00 18:00 10:10 12:10
３号機立坑内
水位（O.P.）

2,450 2,450 2,350 2,450 2,450 2,450 2,450 2,450 2,450 2,450 2,450

３号機T/B B1
水位（O.P.）

2,490

４号機T/B B1
水位（O.P.）

2,420 2,420 2,420 2,420

単位：mm

月日 4/1 4/2 4/3

時間 11:00 11:00 11:00 8:00 11:00 7:00 11:00 19:00 7:00 9:00 20:30
３号機立坑内
水位（O.P.）

2,450 2,450 2,550 2,700 2,750 2,740 2,740 2,740 2,740 2,740 2,740

３号機T/B B1
水位（O.P.）

４号機T/B B1
水位（O.P.）

2,850 2,800 2,800

単位：mm

月日

時間 7:00 11:00 18:00 7:00 11:00 18:30 7:00 11:00 18:00 7:00 11:00 18:00
３号機立坑内
水位（O.P.）

2,740 2,740 2,740 2,740 2,740 2,750 2,750 2,750 2,770 2,770 2,780

３号機T/B B1
水位（O.P.）

2,900 2,900

４号機T/B B1
水位（O.P.）

2,800 2,800 2,800 2,800

4/4 4/5 4/6

3号機T/B（立坑内）の汚染水の水位

3/28 3/29 3/30 3/31

4/7 4/8 4/9 4/10

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

8:
30

13
:0
0

18
:0
0

9:
00

12
:0
0

15
:0
0

7:
00

14
:0
0

18
:0
0

10
:1
0

12
:1
0

11
:0
0

11
:0
0

11
:0
0

8:
00

11
:0
0

7:
00

11
:0
0

19
:0
0

7:
00

9:
00

20
:3
0

7:
00

11
:0
0

18
:0
0

7:
00

11
:0
0

18
:3
0

7:
00

11
:0
0

18
:0
0

7:
00

11
:0
0

18
:0
0

3/28 3/29 3/30 3/31 4/14/24/3 4/4 4/5 4/6 4/7 4/8 4/9 4/10

３・４号機の水位の変化

３号機

立坑内

水位

（O.P.）
３号機

T/B B1
水位

（O.P.）

４号機

T/B B1
水位

（O.P.）

0

単位：mm

4/2 14:25
集中RW/Bから4号機

T/Bへの移送開始

4/4 9:22
集中RW/Bから4号機

T/Bへの移送中止

資料Ⅴ－17

東京電力作成資料を基に作成
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3号機取水口付近における高濃度汚染水流出の経路（平面図）

東京電力作成資料

5/11漏水確認箇所

資料Ⅴ－18
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タービン建屋

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｄ
電源ケーブルトレンチ

立坑Ｃ

取水電源室 電源ケーブル管路

ポンプ室

海水配管トレンチ

流出箇所

アングル（南側より）

3号機取水口付近における高濃度汚染水流出の経路（見取図）

東京電力作成資料

資料Ⅴ－19
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スクリーンポンプ室

電源ケーブル管路

電源ケーブルトレンチ

海水配管トレンチ

固定バースクリーン

レーキ付回転
バースクリーン

トラベリングスクリーン

海

①
②

Ａ

Ａ

電源ケーブルピットからスク
リーンエリアへの流況写真
（5/11 18:30東京電力撮影）

上：電源ケーブルピットへの流況写真（①）
（5/11 10:30頃東京電力撮影）

下：漏洩ピットのコンクリート打設後（②）
（5/12 7:30頃東京電力撮影）

撮影方向

海域への流出

対策処置箇所

（凡例）

３号機取水口付近における高濃度汚染水流出対応状況

（凡例）
ピット内水位
上流側（海水配管トレンチ立坑）水位

A‐A断面図

東京電力作成資料

（単位：mm）

N

資料Ⅴ－20
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 原子力施設等における INES 基準 

INES レベル 「人と環境」基準 
「施設における放射線バリアと管理」

基準 
「深層防護」基準 

事 
 

 
 

 

故 

レベル７ 

(深刻な事故) 

･計画された広範な対策の

実施を必要とするような、広

範囲の健康および環境へ

の影響を伴う放射性物質の

大規模な放出。 
（数万テラ・ベクレルを超え

るヨウ素 131 の大気への放

出） 
 

旧ソ連・チェ

ルノブイリ発

電所事故 

(1986 年) 

    

レベル６ 

(大事故) 

・計画された対策の実施を

必要とする可能性が高い放

射 性 物 質 の 相 当 量 の 放

出。 
（数千～数万テラ・ベクレル

程度のヨウ素131の大気へ

の放出） 

     

レベル５ 

(広範囲な影響

を伴う事故) 

・計画された対策の一部の

実施を必要とする可能性が

高い放射性物質の限定的

な放出。 
・放射線による数名の死

亡。 
（数百～数千テラ・ベクレル

程度のヨウ素131の大気へ

の放出） 

英国・ウイン

ズケール原

子炉事故 

(1957 年) 

・炉心の重大な損傷。 
（燃料の数％を超える溶融、また

は、炉心インベントリーの数％を

超える放射性物質の燃料集合

体からの放出） 
・高い確率で公衆が著しい被ば

くを受ける可能性のある施設内

の放射性物質の大量放出。これ

は、大規模臨界事故または火災

から生じる可能性がある。 
 

米国・スリー

マイルアイラ

ン ド 発 電 所

事故 

(1979 年) 

  

レベル４ 

(局所的な影響

を伴う事故) 

・地元で食物管理以外の計

画された対策を実施するこ

とになりそうもない軽微な放

射性物質の放出。 
・放射線による少なくとも 1
名の死亡。 
（数十～数百テラ・ベクレル

程度のヨウ素131の大気へ

の放出） 

日 本 ・ JCO

臨界事故 

(1999 年) 

・炉心インベントリーの 0.1 %を

超える放出につながる燃料の溶

融または燃料の損傷。 
・高い確率で公衆が著しい大規

模被ばくを受ける可能性のある

相当量の放射性物質の放出。 

フランス・サ

ン ロ ー ラ ン

発電所事故 

(1980 年) 

  

異 

常 

な 

事 

象 

レベル３ 

(重大な異常事

象) 

・法令による年間限度の 10
倍を超える作業者の被ば

く。 
・放射線による非致命的な

確定的健康影響（例えば、

やけど）。 

 ・運転区域内での 1 Sv/時を超え

る被ばく線量率。 
・公衆が著しい被ばくを受ける可

能性は低いが設計で予想してい

ない区域での重大な汚染。 

 ・安全設備が残されていない原

子力発電所における事故寸前

の状態。 
・高放射能密封線源の紛失また

は盗難。 
・適切な取扱い手順を伴わない

高放射能密封線源の誤配。 

スペイン・

バンデロス

発電所火災

事象 

(1989 年) 

レベル２ 

(異常事象) 

・10mSv を超える公衆の被

ばく。 
・法令による年間限度を超

える作業者の被ばく。 

 ・50 mSv/時を超える運転区域

内の放射線レベル。 
・設計で予想していない施設内

の区域での相当量の汚染。 

 ・実際の影響を伴わない安全設

備の重大な欠陥。 
・安全設備が健全な状態での身

元不明の高放射能密封線源、

装置、または、輸送パッケージ

の発見。 
・高放射能密封線源の不適切な

梱包。 

日本・美浜

発電所 2 号

機蒸気発生

器伝熱管損

傷事象 

(1991 年) 

レベル１ 

(逸脱) 

    ・法令による限度を超えた公衆

の過大被ばく。 
・十分な安全防護層が残ったま

まの状態での安全機器の軽微

な問題。 
・低放射能の線源、装置または

輸送パッケージの紛失または盗

難。 

日本・「もん

じゅ」ナト

リウム漏れ

事故 

(1995 年) 

    等 

安全上重要でない（評価尺度未満／レベル０） 

原子力安全・保安院「原子力施設等の事象の国際評価尺度」を基に作成
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